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は
じ
め
に

　
一
九
〇
八
年
、
七
百
八
十
一
人
の
日
本
人
移
住
者
が
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン

ト
ス
港
に
入
港
し
た
。
日
本
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
百
年
後
の
二
〇
〇
八
年
、
日
伯
両
政
府
は
移
民
百
周
年
を
「
日

本
ブ
ラ
ジ
ル
交
流
年
」（
日
伯
交
流
年
）
と
し
て
祝
っ
た
。
そ
の
年
に
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
立
カ
ン
ピ
ナ
ス
大
学 

（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
）
で
「
日
本
思
想
研
究
会
大
会
」
が
行
わ
れ
た
が
、
そ

れ
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
本
哲
学
の
歴
史
の
第
一
日
目
で
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
研
究
会
の
主
催
者
で
あ
っ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
生
ま
れ
の
ブ
ラ
ジ

ル
人Željko Loparić

（
ジ
ェ
リ
コ
・
ロ
パ
リ
ヒ
）
は
、
一
九
九
七
年
十

一
月
か
ら
一
九
九
八
年
二
月
ま
で
の
計
四
ヶ
月
間
京
都
に
滞
在
し
、
京
都

学
派
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
を
し
た
。
そ
の
後
、
二

〇
〇
五
年
後
半
に
ロ
パ
リ
ヒ
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
、
教
皇
庁
立
カ
ト
リ

ッ
ク
大
学
（
Ｐ
Ｕ
Ｃ
）、
そ
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
現
象
学
会
（
Ｓ
Ｂ
Ｆ
）
の
八
名

の
研
究
者
と
共
に
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
精
神
分
析
学
会
館
（
Ｉ
Ｂ
Ｐ
Ｗ
）
で
「
日

本
思
想
研
究
会
」
を
創
設
し
た
。
こ
の
研
究
会
は
以
下
の
三
つ
の
目
的
を

持
っ
て
い
た
。
日
本
文
化
の
中
心
点
を
理
解
す
る
こ
と
、
西
洋
や
東
洋
に

存
在
す
る
根
本
的
な
問
題
を
分
析
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の

目
的
を
ブ
ラ
ジ
ル
的
な
観
点
か
ら
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

一
　
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
本
哲
学
の
研
究
大
会

　
二
〇
〇
六
年
に
「
西
洋
と
東
洋
の
出
会
い
│
京
都
学
派
の
遺
産
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
、
日
本
思
想
研
究
会
の
初
の
大
会
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
あ
る

Ｉ
Ｂ
Ｐ
Ｗ
で
行
わ
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
、「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
言
語
」
を

テ
ー
マ
に
「
第
二
回
日
本
思
想
学
会
大
会
」
が
同
じ
会
場
で
行
わ
れ
た
が
、

次
の
大
会
か
ら
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
本
哲
学
の

研
究
の
中
心
地
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
、「
日
本
人
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
百

〈
特
集
２　

世
界
哲
学
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
哲
学
〉

Felipe Ferrari G
onçalves

　

　
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
本
哲
学
研
究
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た
「
第
四
回
ブ
ラ
ジ
ル
東
洋
思
想
学
会
大
会
」
が
開
か
れ
、
フ
ロ
レ
ン
テ

ィ
ー
ノ
、M
arcos Lutz M

üller

（
マ
ル
コ
ス
・
ル
ッ
ツ
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
）

やO
sw
aldo G

iacóia Junior

（
オ
ス
ヴ
ァ
ル
ド
・
ジ
ア
コ
ー
イ
ア
・
ジ

ュ
ニ
オ
ー
ル
）
は
、
他
の
研
究
者
と
共
に
「
全
国
哲
学
大
学
院
会
」（
Ａ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｆ
）
と
い
う
、
ブ
ラ
ジ
ル
だ
け
で
な
く
中
南
米
に
お
い
て
も
最
大

の
哲
学
学
会
に
「
東
洋
哲
学
部
会
」（
Ｇ
Ｔ
│

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｌ
）
を
登
録

し
た
。
Ｇ
Ｔ
│

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｌ
の
議
事
録
に
よ
る
と
、
研
究
会
の
標

語
は
「
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｆ
の
哲
学
的
な
空
間
の
中
で
、
東
洋
で
議
論
さ
れ
て
い

る
問
題
を
取
り
扱
い
、
西
洋
哲
学
界
と
東
洋
哲
学
界
の
対
話
を
提
供
す

る
」
で
あ
り
、
十
年
前
に
Ｉ
Ｂ
Ｐ
Ｗ
で
創
設
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
初
の
日
本

哲
学
会
の
影
響
を
受
け
、「
東
洋
文
化
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
排

除
し
て
東
洋
哲
学
の
伝
統
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
東
洋
哲
学
の
文
献

を
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
翻
訳
し
、
比
較
思
想
の
立
場
か
ら
東
洋
と
西
洋
の
哲

学
界
の
研
究
を
広
め
る
こ
と
」
と
い
う
目
的
を
持
っ
て
い
る
。
二
〇
一
六

年
に
ジ
ョ
ア
ン
ペ
ソ
ア
市
で
行
わ
れ
た
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｆ
の
「
第
十
七
回
全
国

哲
学
大
会
」
に
お
い
て
は
、
Ｇ
Ｔ
│

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｌ
に
は
八
名
の
教

授
が
登
録
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
一
七
年
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
東
洋
哲
学
会
の

第
六
回
大
会
が
開
催
さ
れ
、
発
表
者
、
パ
ネ
リ
ス
ト
、
全
ブ
ラ
ジ
ル
の
学

部
生
、
大
学
院
生
、
教
授
を
含
め
百
名
以
上
が
大
会
に
参
加
し
た
。

二
　
書
籍

　
ロ
パ
リ
ヒ
は
、
二
〇
〇
九
年
に
編
集
者
と
し
て
Ｄ
Ｗ
Ｗ
社
（
Ｓ
Ｂ
Ｐ
Ｗ

に
所
属
し
て
い
る
出
版
会
社
）
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
初
の
日
本
哲
学
の
書
籍A

 

周
年
記
念
」
の
た
め
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
で
様
々
な
式
典
や
行
事
が
行
わ
れ

る
な
か
、
九
月
に
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｗ
と
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
で
「
第
三
回
日
本
思
想

学
会
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
参
加
者
は
二
年
前
と
比
較
す

る
と
三
倍
以
上
に
増
え
、
日
本
人
パ
ネ
リ
ス
ト
（
関
西
大
学
の
井
上
克
人

氏
と
防
衛
大
学
の
轟
孝
夫
氏
）
も
初
め
て
学
会
に
参
加
し
た
。
二
〇
一
〇

年
に
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
で
開
催
さ
れ
た
「
第
十
五
回
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
会

大
会
」
の
テ
ー
マ
は
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
東
洋
思
想
」
で
あ
り
、John 

M
araldo

（
ジ
ョ
ン
・
マ
ラ
ル
ド
）
氏
、Bernard Stevens

（
ベ
ル
ナ
ー
ル
・

ス
テ
ィ
ヴ
ェ
ン
ス
）
氏
、G

eorg Stegner

（
ゲ
オ
ル
ク 

シ
ュ
テ
ン
ガ
ー
）

氏
や
秋
富
克
哉
氏
な
ど
が
初
め
て
ブ
ラ
ジ
ル
で
研
究
発
表
を
し
た
。
二
〇

一
三
年
に
、
ロ
パ
リ
ヒ
の
次
に
「
日
本
思
想
研
究
会
」
の
会
長
と
な
っ
た

Antônio Florentino N
eto

（
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ロ
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
・
ネ

ト
）
は
学
会
の
名
称
を
「
東
洋
思
想
学
会
」
に
変
更
を
し
、
八
月
四
日
か

ら
十
三
日
ま
で
九
日
間
を
か
け
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
連
邦

大
学
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
）、
ウ
ベ
ル
ラ
ン
ジ
ア
連
邦
大
学
（
Ｕ
Ｆ
Ｕ
）
で
、

「
仏
教
と
哲
学
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際
大
会
を
開
催
し
た
。
二
〇
一
四

年
に
は
、
ド
イ
ツ
の
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
大
学
で
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
出
身
の

Lucas dos Reis M
artins

（
ル
ー
カ
ス
・
ド
ス
・
ヘ
イ
ス
・
マ
ル
チ
ー

ン
ス
）
が
日
本
、
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
等
の
研
究
者
と
共
に

「
欧
州
日
本
哲
学
研
究
会
」（
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｊ
Ｐ
）
を
立
ち
上
げ
、
二
〇
一
五
年

に
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
行
わ
れ
た
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｊ
Ｐ
の
初
の
国
際
大
会
か
ら
現
在
ま

で
毎
回
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
研
究
者
が
学
会
に
参
加
し
て
い
る
。

　
二
〇
一
五
年
九
月
に
、「
京
都
学
派
の
東
洋
的
起
源
」
を
テ
ー
マ
に
し
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Ｉ
社
は
日
本
哲
学
で
最
も
議
論
さ
れ
て
い
る
作
品
の
初
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

訳
を
出
版
し
た
。
同
年
に
、G

iuseppe Ferraro

（
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
フ
ェ

ラ
ー
ロ
）
は
Ｐ
Ｈ
Ｉ
社
か
ら
イ
ン
ド
仏
教
の
僧
の
龍
樹
（N

āgārjuna

）
の

『
中
論
』（Versos Fundam

entais do Cam
inho do M

eio

）
の
翻
訳
を
出
版

し
た
。

三
　
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る

　
　
日
本
哲
学
の
研
究
の
現
在
と
未
来

　
現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
本
哲
学
の
研
究
は
日
本
人
哲
学
者
の
思

想
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
哲
学
が
受
け
た
中
国
や
イ
ン
ド
の
影
響
や
日
本

哲
学
の
国
際
性
に
注
目
し
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
に
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
で

開
催
さ
れ
た
「
第
七
回
東
洋
思
想
学
会
大
会
」
の
テ
ー
マ
は
、「
中
国
に

お
け
る
伝
統
と
現
代
」
で
あ
り
、
二
〇
一
九
年
の
会
テ
ー
マ
は
「
自
然
の

中
の
反
自
然
主
義
と
異
文
化
性
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
も
、
二
〇
一
九

年
、
前
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
創
設
さ
れ
た
「
中
南
米
異
文
化
哲
学
会
」（
Ａ

Ｌ
Ａ
Ｆ
Ｉ
）
の
初
の
国
際
大
会
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
立
大
学
（
Ｕ
Ｓ
Ｐ
）
で

行
わ
れ
る
。
二
〇
二
〇
年
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
で
東
洋
思
想
学
会
の
第

八
回
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
同
年
の
十
月
に
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｆ
の

「
第
十
八
回
全
国
哲
学
大
会
」
が
ヴ
ィ
ト
ー
リ
ア
市
で
行
わ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
現
在
、
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｆ
の
Ｇ
Ｔ
│

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｌ
部
会
に
は
二

十
六
人
の
研
究
者
が
登
録
さ
れ
、
毎
年
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
で
行
わ
れ
る

「
東
洋
思
想
学
会
」
の
大
会
の
参
加
者
の
人
数
は
毎
回
百
人
を
超
え
て
い

る
。

Escola de Q
uioto e o perigo da técnica

『
京
都
学
派
と
テ
ク
ネ
の
危

険
』
を
出
版
し
た
。
二
〇
一
一
年
は
『
善
の
研
究
』
の
出
版
百
周
年
の
年

で
、Estação Liberdade

社
は
加
藤
周
一
の
『
日
本
文
化
に
お
け
る
時

間
と
空
間
』
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳Tem

po e Espaço na Cultura 
Japonesa

を
出
版
し
た
。
同
年
に
、
フ
ロ
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
ブ
ラ
ジ
ル

の
学
者
が
東
洋
哲
学
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
翻
訳
版

を
出
版
す
る
た
め
に
Ｐ
Ｈ
Ｉ
出
版
社
を
設
立
し
た
。
翌
年
に
、
Ｐ
Ｈ
Ｉ
社

は
Ｕ
Ｆ
Ｕ
出
版
会
と
共
に
ジ
ア
コ
ー
イ
ア
が
編
集
し
たH

eidegger e o 
Pensam

ento O
riental

『
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
東
洋
思
想
』
と
い
う
書
籍
を
出

版
し
、
そ
れ
以
降
、
フ
ロ
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
と
ジ
ア
コ
ー
イ
ア
は
編
集
者
と

し
て
Ｐ
Ｈ
Ｉ
社
か
ら
次
の
書
籍
を
出
版
し
た
。

二
〇
一
三
年
：O

 N
ada absoluto e a superação do niilism

o : O
s 

fundam
entos da Escola de Kyoto

『
絶
対
無
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
克
服
：

京
都
学
派
の
基
礎
』

二
〇
一
四
年
：Budism

o e Filosofia em
 diálogo

『
仏
教
と
哲
学
の
対

話
』

二
〇
一
六
年
：Escritos de Leibniz sobre a China

『
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

は
中
国
に
つ
い
て
何
を
書
い
た
の
か
』

二
〇
一
七
年
：A
 Escola de Kyoto e suas fontes orientais

『
京
都
学

派
の
東
洋
的
起
源
』

　
ま
た
、
二
〇
一
六
年
に
『
善
の
研
究
』
がEnsaio acerca do bem

と

し
てJoaquim

 Antonio Bernardes Carneiro

（
ジ
ョ
ア
キ
ム
・
ア
ン

ト
ニ
オ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ス
・
カ
ル
ネ
イ
ロ
）
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
、
Ｐ
Ｈ
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nas: Editora PH
I, 2016 （
翻
訳
：G

iuseppe Ferraro

）.

（
フ
ェ
リ
ペ
・
フ
ェ
ハ
ー
リ
・
ゴ
ン
サ
ル
ベ
ス
、
比
較
哲
学
、 

四
日
市
大
学
准
教
授
）

　
日
本
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
が
始
ま
っ
て
か
ら
百
十
年
が
過
ぎ
、
ロ
パ
リ

ヒ
が
京
都
大
学
に
滞
在
し
て
か
ら
二
十
年
が
経
っ
て
、
現
在
は
ブ
ラ
ジ
ル

の
哲
学
界
に
お
け
る
多
く
の
学
者
、
学
生
や
愛
好
家
か
ら
、
日
本
哲
学
は

欧
州
の
哲
学
的
伝
統
と
同
じ
よ
う
に
見
ら
れ
尊
敬
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
日
本
の
反
対
側
に
あ
る
熱
帯
国
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
も
、
日
本
哲

学
の
明
る
い
未
来
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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